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湖東(琵琶湖東部)で白亜紀末火山着類の発見

はじめに

古くから琵琶湖を中心にして湖の東西南北にあ花る

地域をそれぞれ湖東湖西湖南湖北などとよぶな

らわし添あった｡表題の湖東地域は彦根から遁江八･

幡にかけての琵琶湖東津とそれにつづく低地帯や後背

山地がふく蛮れる畠ここには以前かポ石英斑岩圭三ま

花は花陶斑岩(花開岩と岡犠な化学成分麦鉱物組成をもち施

贈砦の濠部相として出現する.花陶砦ぽくらべて親状組織が

著しく肩基は一般ぽ細粒で微花鱒岩状を塁す蕎)とよばれ

て一括された火成岩が知られていたとくぽ酒南蔵本

内帯とよばれる地域では#{石英斑岩……は大書な岩体と

して広く発蓬している.最近にいたり“石英斑皆宝

は各地でかなり詳しく調査添すすめられてきた･その

結果{拓英斑岩至とよばれていた岩石の多くは後期中

生代の白亜紀末に陸上の火山から噴出し花火山岩類で

東の地域を調査する機会を免稔ので彩の概要蜜綴外む

たいと思う.

“石英斑皆皇あい鳶籍の錯績

“石英斑岩"坐は文字婆結り霜薬の斑轟をも勾酸灘

の岩石である｡ζの娼称からは慮接成顕熔繕び勾か

ない.“石英斑砦}同じぷうな看英の斑轟を愁唱酸

性の岩石に流紋砦締看英粗面砦な勘滋訟芯⑳褒簑

な酸性の火山砦類の命名熔は都なりの混乱添み蝪循曲

イギリスの著名な岩看学者芯あるん臨淡雛は是の請

書Petrol㎎ジよ腕舶搬の串で宥英斑砦(Q峨娩

脆r凶yry)に孤派の戎でいる｡影棚鐵れば

Quart藪P砿凶y㌶憾㍑ツか蔭《缶て慧花塙称で嚢

一回ツバの大陸学派⑬閥芯周淳泌れ芯慧松悉海は空

としてαδ鼠｡滋滋燃Φ蜜ゆ錦蔓縄以前⑳酸性火}

岩は対して使用劫採慧怒施闘批滋一難ツバ大

陸ではドイツを瞭心墨じ花瞭部驚一狽汐選熔上部宥

炭系～下部二畳系繊漱で爽蟹隠噴胸篶花箔薬斑砦圭

されているようである.

わ秘国でも流紋岩や看英粗面岩という名称は主とし

て第三紀以降の酸性火山岩類に用いられる頓陶が勘っ

た.そして“石英斑岩"の名称はO工a馳三ポ欄に

も使われて誉たかどちらかといえば地下濃所に貫入し

た半深成岩という概念が強かったではな音ある時

1こは火山砦はつかわれたりまたあるときには半深成岩

に使われたので彪ろうかそれは“石英斑替呈という

縞称秘謹慧墾終ζのような糞然鎧じ施砦膚の総称縫都倉

秘畿かゆ旅愁めで勅るう､意⑳ほか芯の潜孫は一般

紀風化作踊締霧吹駒な褒質作用⑳淀めひ碁く変質にも

&⑳緯織秘杓かり熔くくなゆで野外での産状液里離し

く調査巻れ棚功愁愁め芯灘る､その化め簿薬斑背亘

は稼柳澗研鏑⑳窒襲な対象鎧はな婆ず陽の簿をみなか

幻花山

簿鑓斑艶⑳醒体&艦鯛⑳い&綜塔

衝繭筒添陶潜⑳踊糞斑砦芽縫瀞篶て最初終組織的

な謂壷の洪琢を入れ施のは地質調査所であ乃彪

獺総～夏鱗脈がゆで岸部池坊⑱薬濃高原から飛騨山

螂勃紺怒漣続篶て露出没葛慶大な策薬斑瀞随対し

圧痕く地質調養を潟ζな顯花｡乗じて多くの地質学

約砦孫挙飾鞍料を免施卓老の結果妬英斑瀞㍗よ

ぱ拘燕耽渚体の大部紛は地表悠噴熾じ稔流紋岩類

(流敏錯滅湧縞椥嚢落籍を火襟緒の爾瀞綬周専沌批駈煎驚

は沸紋砦溶拷あ盗瀞加微意は溶縞むていれぱ流紋岩溶繕凝沃�
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岩とよぶ)であり多くの部分で溶緕構造がみとめら

れることを指摘した.そζで{石英斑岩害筥とい勇名称

を改めあたらしく濃稽流紋岩類&爺名㌧花曲

濃飛流紋岩類をきっかけにして各地の垂`看薬斑岩鮎

薦⑳須英斑岩とは

このようにのべてくるとそれでは真の石英趨堵はい

ったい存在するのであろうかもしあるとするなら陵

それはいったいどのような岩宥であろうかという疑問淋

生じる､たしかに人により看英斑岩の名称の潤いら

れか花は今もってまち窪ちである.筆者は看英斑砦

は次のような岩石に用いている.

斑轟は瑳良質鉱物として石英アルカリ長石斜長

着からなり有亀鉱物としてはふつう黒雲樽がふくま

れる.有基は主として石英と長石類からなり完鶴質

であるが結晶の粒度が小さいために個冷の鉱物を識別

し免ないことがある,そのためによく隠微鼎質と

か微晶質当よばれている｡

産状は一般には小規模な貫入岩体または岩脈として

出観しときに花筒岩の浅部相や周縁相として出現する皿

よく似花岩石に花開斑岩があるがこれとは組織や粒度

によって区別する｡

溶縞凝灰巻(W蔭蝸曲元雌重)について

溶緕凝灰岩ぽふれる蜜えにそれをつくる母体ともい

える火砕流についてかんたん紘ふれてみ攻う｡

火砕流(肺蝸磐亙鯛搬鴛概)

火砕流は火山砕層流の略語で苑牧(1957)によって

｢高澄の本質物の流れJと定義された､酸性の火山岩

を噴出させるような火山爆発ばより多量のガスと共に

噴贈物秘鋤出される山火qから噴出し花後もマグ噂の

破片からガスが噴出しつづけるためガスと洋グマの破

片の混合物が一体紀なって重力の作用で{腹を急速終

流下する｡このよう終噴出物は高温の流動化した個体

や粉体の流れとして谷や隆起部などの起伏にとんだ部

分を埋めつくす串このような運動はって生じた堆積

物が火砕流堆積物である出

火砕流堆物積はもとの地形の起伏に支配されやすく

一定の形をとらないことが多い.その堆積物の上面は

水平に近く下部はもをの地形に沿っている.

襲た同じような化学成分の溶砦流よりも摩慈に対す

る水平的な広がりが大きい｡

溜鰭凝沃驚

このような堆積物のなかでは温度と厚さの条件秘み

たされれば溶結作用がおこりやすい､

マグ津の破片粉体として堆積したガラスの細片は

ほぼ600～600℃の濃度と上部からの術皇紀より篇平化

され引伸されて潟亙にくっつきあいながら綴密な岩石

鰯版豆

簿鰭凝荻籍め

澱紘滋紀み島

机議纏膚のぬ

1亨恕穴(濃耀流

繊鐙類)

灘嚢都よく強調され

ている｡�



一13一

となる.このようにしてできた岩石が溶繕凝灰岩であ

る珪溶繕凝尿砦はその火山活動燃属するマグ育から

直接由来し淀軽看片ガラス片結罷とその破片が主

体となっている.

ス化作用や婁次的な変質作用または花購岩類などの貫

入1はる変成作用を受けていることポ多い判そのため

ガラスがその凄凌の状態で保存されていることは少ない.

襲危軽宥も変形し変質しているためにみわけにくい.

をくに花筒砦により熱変成作用を受けたものでは再結

鰯作用により粒度があらくなっている.

自麗紀末のま石英斑岩"にはこのよう租ものが多かっ

花ため紀溶緕凝灰岩と区別しにくかったのである.

鰯繭簿水内帯⑳禽璽縄衆拠出糧鱒の分布

篤亙図に示すように西南員本内帯と呼凄れる地域は白

亜紀末から吉第三紀にかけて酸性火山砦類の活動の非

常にはげしい地帯であΦた帝火山岩類の大部分はフ

ォッサ･マグナ地域の西側にみられる岨しかし最近

鰯版婁

積薬斑讃樽鰯徽鑑写真

斑蟻の看薬斜畿霜凄聖媛看はほぼ自

瀦状愛系す｡

宥鋤嚢微鑑徽である.

鰯糠釜顯簿緒嬢豚娼をくら噌蝋鯛隙匁

鐘秘み隻められる､

斑晶は破片洲誠欄て灸鮒ζ1護蔭蜜鰯

かれている.

マトリックス⑳やで綱{…葦:くぐに亭

ぐに苧しているの隊琴1き榔慈秘稔

ガラス片であ蕎､

左下から創こ⑳破てい鳶職亀の親分

績軽看片の書1き馴童惑叙扱もので

ある｡

全榊こ漆結構造秘ぶくみら麦泌.�
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では関東山地の下仁田構造帯や懇篤閑地&羅の批

方にも同様な火山岩類の分布す蕃蕊鋤掬密舵瀞渇苗

フォッサ1マグナ以西の地域はついてみ舵ば火出潜類

の分布はおもに次にのべる地繊熔嬢鞭じ郁喝珀

1帝国地方暦部

2中国地方東部

3中部地方

これらの地域の中でも卒園地労聰衝部葡塙第部㍑島

けての地域にはいわゆる坤彫汐簑ズ葦蕊醸ぽ舵る

花巌岩類が広い艶麗牝わたりで貫入篶懇篤堕火脚砦類

の分布はいたるところで花ち書娑れ烈唱曲垂愁ぬ彪尚

に火{岩類のかつての分布はよく勅からない苗峨沁

火山岩類の分布しなかったと思われ鳶窒陶地靭籔彩棚嚢

ど大きくはないように思われる.

缶ころが中園地方東部と中部地

方との閥には今まで火山岩類

○

の分布は知られていなかった.

も沸

両地域の闇は約150㎞の願離

である｡この地域はち交うと

その中閥に琵琶湖とその低地

帯をは養んでいる.丹波1美

濃帯と陣ばれ厚く古生層g堆

積し危地域である刊

K:湖前地域め流紋=護纐しかしこの地域にも琵琶湖

N:濃飛読漱岩簸の東西両岸や御在所山には花鰯

M;111央微造線

砦類が分布しその婁わり紀は

F:マ才吋岬グナi,概

{渇英斑岩ヨおよび花鱒斑岩と

50100-OOk皿

して莫然と一括された岩体があ

る芯登淡鋪蕩椛鷲い花祖しか

し蝦糞斑漂⑳内容然ばつ

慧算篶触沈め熔琵琶湖&そ⑳燭迦地域は大脳活動の

不発地帯&じて印象劣は塗れ花苗還してな澄慧の地域

腿火山清動秘発螢杉琢淋幻花⑳秘批巧忍鎧の意瞭づけ

熔鰯りてい稔ので踏篇咄

翻簾繊繊繊競織機類({婿薬簸欝)

禽護恐顎英斑砦皇護滋は滋鶴斑潜詮呼ぽ勅榊沈岩

徽⑳大部分は流紋砦～流紋蝦爽繋山潜鮫繊鎧些宥英安

泌婚⑳瞭闇的な他学蔵鈴締鉱物組成謹愁勲)質溶繕凝豚岩を

壷濠篶滋火砕流堆積物懇澄蕃曲

篤豪畷終承我鐙夢熔簸炎⑳連続分布淋み蟻籾葛⑱は

克蒐

爽釧陛流か塗愛纐州総流1動漱て⑳地域湾滋る,

繭詞脈約蝸腕薙薄腿約搬滋⑳凝労形熔遊い形で

南北方肉に著しく傭畏した分布を示

杉ている,流紋岩類の分布の東縁

は宵生層山地につづくがその境界

部には流紋岩類を切りて貫入した

花鰯斑砦が綱畏く南北方向に分布し

彩いる｡この地裁の貫入岩類のな

かでも代表的な御狂所山花鱒岩や北

漢花陶砦も同様に南北方筒に傭長

籔た分布を示している｡

流紋岩類の分布はさらに琵琶湖

畑地帯に内かって広秘φている.

驚琶湖東津締低地帯に点在する小さ

粧山塊のほとんど秘流紋岩類である.

歓)地帯は現在では厚い第四紀堆

積物によりて埋められているがこ･

の堆積物の下には流紋岩類の広い分

関版媛

潮廉の諦敏幾鰯1こみら枇義綴織鑑汲磐を緒羅凝双籍(多リス券

ルタフ)顯亙鰯

緒暴凝豚砦をは呼トリヅクスの鐙よ夢も斑蟻鉱物の蔽いものをいう

この露顕は犬上ダム衝芳の赫遺で詐溝緕の鯵γ擁繊働である�
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布が推定されかつては一連であったと思われる.ま

た琵琶湖の西岸にまで広がっていたと思われるふしがあ

る.琵琶湖の西岸に分布する古琵琶湖層の礫岩の申か

ら多量の流紋岩類が発見されている.この篠の供給源

は現在の琵琶湖西岸の後背地であろうと推定される｡

比良山塊は激しい隆起地帯であり現在では花筒岩類が

分布し流紋岩類の存在は知られていない.しかし

このような隆起帯ではすでに削剥されてし譲った可能性

がつよい.

これまでのべてきた拳実や推定はもとずいて流紋岩

類のかつての分布面積を復元してみると鶏2図のよう

紀優1に王､000長独竃をこえる.火山活動の規模からみて

隣の濃飛流紋岩類にはおよばないが決して小規模とは

いえない.

御

在

帝

所

独

1口嘔1固樋棲1一一

欝婁濁流敏岩類の紛聯紬らみ於琵琶湖燭遡の地質醗鰯

至:締繍騰おぷぴ灘積煽凄:花筒讃蓬:花繍斑籍壌;流紋

岩類嚢;書生層竃1流敏砦類のかつての広がりを源す稚麓綴

とは美濃帯酋生層の基盤構造に関連する問題として興

味深い串湖策地域の流紋岩類についてはその内部構

造や噴出の様式についてはまだわかっていない｡

流紋岩類を貫ぬく花贈号類の種類や産状なぎ濃飛流

紋岩類のそれと非常によく似ている仙

ここ紀あら淀に登場した湖東地域の流紋岩類は濃飛

流紋岩類との関係からみてもそのもつ地質学的意義は

決して小窓くないと思われる咀

(撃者は地質部)

鰯糠§磐綴織狗簿鐙繕篠溺慈紙怒糊

棄の滋敏鐙類

彦根蛾は古生懸の上に築かれ液堺凶蛾で蕊義ヱの

辺の古生鰯には石灰儲締幾箏一ト秘薮い繁労血

トは層理が発達している淀め春樹とむて縁不蒲娑

であるそのためこ⑳菊鐙縫流紋幾登用いている

なかでも溶結凝灰岩が多い

鰯綴竃麓擬積繭労約繍康艦地欝熔愁籔吏蕃蒲禅凶

ζの洲ま下から山頂(鰯鰍)姶神歓嚢湾並添扱薦鋤箪道路秘似ている

簿糞泰剰ご薦く施義麓琶湖を一謹釣もと1己跳め義ζとかで慈る

この舳愛隠とん葵流敏砦溶緕凝豚幾である�


